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真
岡
鐵
道
所
有
の
蒸
気
機
関

車
２
両
の
内
、
１
９
９
８
年
１

１
月
か
ら
２
１
年
間
走
り
続
け

て
き
た
『
Ｃ
１
１
形
』
Ｓ
Ｌ
が

１
２
月
１
日
、
下
館
駅
━
茂
木

駅
間
を
最
終
走
行
し
ま
し
た
。

　

今
回
で
真
岡
線
を
走
る
勇
姿

が
見
納
め
に
な
る
た
め
同
日
は
、

『
あ
り
が
と
う
Ｃ
１
１
』
と
銘

打
っ
た
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
、

大
勢
の
鉄
道
フ
ァ
ン
や
関
係
者

が
最
後
の
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

　

長
き
に
わ
た
り
、
真
岡
・
芳

賀
地
区
の
観
光
な
ど
に
貢
献
し

て
き
た
Ｃ
１
１
形
に
感
謝
し
新

天
地
で
の
活
躍
を
願
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
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あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

二
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長
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益
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長
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岡
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一

新
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挨
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会
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諸
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勇
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新
年
の
ご
あ
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さ
つ

真
岡
税
務
署
長

高
市　

智
恵
子

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
春
を

晴
々
し
い
気
持
ち
で
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様

に
は
、
会
活
動
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
十
月
の
台
風
十
九
号
に

よ
り
、
被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
皆
様
に
は

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、

昨
年
は
、
平
成
の
天
皇
陛
下
が
四
月
三
十

日
に
退
位
さ
れ
、
皇
太
子
徳
仁
親
王
殿
下

が
第
百
二
十
六
代
天
皇
に
即
位
さ
れ
ま
し

た
。
元
号
が
「
令
和
」
に
改
ま
り
新
し
い

時
代
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
当

法
人
会
に
於
い
て
も
役
員
改
選
が
あ
り
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
消
費
税
率
引
き
上
げ
並
び

に
軽
減
税
率
制
度
の
理
解
を
深
め
る
為
に
、

税
務
署
と
協
力
し
積
極
的
に
広
報
活
動
を

行
っ
た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

東
京
で
二
回
目
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
る
今
年
は
、
日
本
に
と
っ
て
大
き
な
節

目
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
子
年
で
も
あ
り
、

新
し
い
十
二
支
の
サ
イ
ク
ル
が
ス
タ
ー
ト
す

る
年
で
も
あ
り
ま
す
が
、
経
済
環
境
は
人

手
不
足
な
ど
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
当

法
人
会
は
「
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
た

る
経
営
者
の
団
体
」
と
し
て
地
域
の
経
営

者
の
方
に
講
師
を
お
願
い
し
て
い
る
実
務

者
講
演
会
の
開
催
、
各
種
研
修
会
、
税
制

に
関
す
る
建
設
的
な
提
言
、
税
の
啓
蒙
活

動
、青
年
・
女
性
部
会
に
よ
る
「
租
税
教
室
」

「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
な

ど
租
税
教
育
活
動
、
更
に
は
地
域
社
会
に

対
す
る
貢
献
活
動
に
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。

今
、
法
人
会
と
し
て
抱
え
て
い
る
大
き
な
問

題
に
会
員
数
の
減
少
が
有
り
ま
す
。
中
小

事
業
者
の
声
を
国
政
に
反
映
さ
せ
る
に
は
、

組
織
力
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
会
員
企

業
様
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
が
感
じ
ら
れ
る

事
業
を
展
開
す
る
た
め
に
も
会
員
の
増
強

は
必
要
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
会
員
の

皆
様
に
は
当
法
人
会
事
業
に
対
す
る
ご
理

解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
二
千
二
十
年
が
明
る
く
輝
か

し
い
一
年
に
な
る
こ
と
を
切
望
す
る
と
と
も

に
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
と
事
業
の
ご
繁
栄

を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新

年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

一
般
社
団
法
人
真
岡
法
人
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
諸
伏
会
長
を
は
じ
め
、
役
員
及
び
会

員
の
皆
様
に
は
、
税
務
行
政
に
対
し
ま
し
て
深
い
ご
理

解
と
多
大
な
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
、
昨
年
十
月
一
日
か

ら
消
費
税
率
の
引
上
げ
や
消
費
税
の
軽
減
税
率
制

度
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
納
税
者
の
皆
様
が
区
分
記
載
請
求
書
等
に
基
づ

き
、
税
率
の
異
な
る
ご
と
に
記
帳
（
区
分
経
理
）
す
る

こ
と
や
、
消
費
税
申
告
書
の
作
成
が
で
き
る
よ
う
、
引

続
き
周
知
・
広
報
や
丁
寧
な
相
談
対
応
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
へ
の
対
応
に
当
り
ま
し
て
は
、

法
人
会
及
び
会
員
の
皆
様
と
の
連
携
・
協
調
が
不
可

欠
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
協
力
の
程
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
年
も
改
ま
り
、
所
得
税
等
の
確
定
申
告
の

時
期
が
近
づ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
会
員
企
業
の
役
員
、

従
業
員
及
び
そ
の
ご
家
族
で
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、是
非
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、

e-

T
a
x
に
よ
る
提
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な

お
、
本
年
一
月
か
ら
、
二
か
所
以
上
の
給
与
所
得
が
あ

る
方
、
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
な
い
方
、
年
金
収
入
や

副
業
等
の
雑
所
得
が
あ
る
方
な
ど
、「
ス
マ
ホ
専
用
画

面
」
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方
の
範
囲
が
広
が
り
ま
す
。

税
務
署
で
発
行
を
受
け
た
I
D
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
お

持
ち
の
方
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
ス
マ
ホ
で
申
告
が
で

き
、
画
面
も
見
や
す
く
操
作
し
や
す
く
な
っ
て
お
り
大

変
便
利
で
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
納
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
従
来
の
振
替
納
税

の
ほ
か
、
振
替
納
税
が
利
用
で
き
な
い
源
泉
所
得
税

等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
簡
単
な
手
続
と
操
作
で
届
出
を

し
た
預
貯
金
口
座
か
ら
引
落
し
に
よ
り
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
る
「
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
」
と
い
う
便
利
な
納

付
手
段
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
一
般
社
団
法
人
真
岡
法
人
会
に

と
り
ま
し
て
更
な
る
発
展
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
ま

た
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
事
業
の
繁
栄
を
心

よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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青
年
部
会

第
三
十
三
回
法
人
会
全
国
青
年
の
集
い

大
分
大
会
に
参
加
し
て

会員の皆様へ 

 
 
 

テーマ「未定」

 (講師)上野優作氏 
（浦和レッズトップチームヘッドコーチ） 

 
 
（ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ）栃木県真岡市出身 
【選手歴】栃木県立真岡高校→筑波大学→アビスパ福岡→サンフレッチェ広島→京都パープルサ
ンガ→アルビレックス新潟→サンフレッチェ広島→栃木 SC 
【出場記録】J1 リーグ；223 試合出場 27 得点、J2 リーグ；83 試合 23 得点、リーグカップ戦 45 試
合出場 4 得点、天皇杯 23 試合出場 5 得点 
【指導歴】2010～2012 年栃木 SC トップチームコーチ、2013 年栃木 SC アカデミーダイレクター兼
ユース監督、2015 年 2 月栃木 SC ヘッドコーチ、10 月浦和レッズユースコーチ、2018 年 4 月浦和
レッズトップチームヘッドコーチ、育成ダイレクター兼ユースコーチ、2019 年 5 月浦和レッズチームト
ップチームヘッドコーチ 
 
 

【日時】令和２年２月１１日（火）午後 4 時 入場無料 

【会場】フォーシーズン静風  

【定員】200 名 一般の方も入場できます 

【主催】（一社）真岡法人会 （FAX 0285-83-3488） 
【懇親会】講演会終了後、新春恒例の懇親会を講師も参加して開催しますので合せて 

ご参加下さいますようご案内申し上げます。（会費5,000円） 

【参加申込】講演会並びに懇親会の参加申込につきましては、下表により 

法人会本部または所属支部まで FAX にてお申込み下さい。 
○真岡支部 FAX82-7967 ○二宮支部 FAX74-2737 ○益子支部 FAX72-5881 

○茂木支部 FAX63-4658○市貝支部 FAX68-0485○芳賀支部 FAX028-677-2909 

新春研修会参加申込書 
支部名 事業所名 参加者氏名 参加区分（いずれか一方に○印） 

 

   1.講演会のみ 2.講演会と懇親会 

 

会員の皆様へ 

 
 
 

テーマ「未定」

 (講師)上野優作氏 
（浦和レッズトップチームヘッドコーチ） 

 
 
（ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ）栃木県真岡市出身 
【選手歴】栃木県立真岡高校→筑波大学→アビスパ福岡→サンフレッチェ広島→京都パープルサ
ンガ→アルビレックス新潟→サンフレッチェ広島→栃木 SC 
【出場記録】J1 リーグ；223 試合出場 27 得点、J2 リーグ；83 試合 23 得点、リーグカップ戦 45 試
合出場 4 得点、天皇杯 23 試合出場 5 得点 
【指導歴】2010～2012 年栃木 SC トップチームコーチ、2013 年栃木 SC アカデミーダイレクター兼
ユース監督、2015 年 2 月栃木 SC ヘッドコーチ、10 月浦和レッズユースコーチ、2018 年 4 月浦和
レッズトップチームヘッドコーチ、育成ダイレクター兼ユースコーチ、2019 年 5 月浦和レッズチームト
ップチームヘッドコーチ 
 
 

【日時】令和２年２月１１日（火）午後 4 時 入場無料 

【会場】フォーシーズン静風  

【定員】200 名 一般の方も入場できます 

【主催】（一社）真岡法人会 （FAX 0285-83-3488） 
【懇親会】講演会終了後、新春恒例の懇親会を講師も参加して開催しますので合せて 

ご参加下さいますようご案内申し上げます。（会費5,000円） 

【参加申込】講演会並びに懇親会の参加申込につきましては、下表により 

法人会本部または所属支部まで FAX にてお申込み下さい。 
○真岡支部 FAX82-7967 ○二宮支部 FAX74-2737 ○益子支部 FAX72-5881 

○茂木支部 FAX63-4658○市貝支部 FAX68-0485○芳賀支部 FAX028-677-2909 

新春研修会参加申込書 
支部名 事業所名 参加者氏名 参加区分（いずれか一方に○印） 

 

   1.講演会のみ 2.講演会と懇親会 

 

　

令
和
元
年
十
一
月
七
日
・
八
日

の
二
日
間
、
大
分
県
大
分
市
の

i
i
c
h
i
k
o
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
第
三
十
三
回
全
国
青
年
の
集

い
大
分
大
会
が
開
催
さ
れ
、
青
年
部
か
ら

四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

部
会
長
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
青
年
部
活
動

の
新
た
な
取
組
み
と
な
る
「
財
政
健
全
化

の
た
め
の
健
康
経
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
～

日
本
の
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
た
め
に

～
参
加
し
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
達
と
積
極
的

に
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
今
後
の
「
健
康

経
営
」
を
推
進
し
て
行
く
上
で
の
貴
重
な

学
び
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ン
・
ミ
カ
氏
の
記
念
講
演
で

は
、「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
志
向
～
健
康
な
心
と

体
で
未
来
を
動
か
す
～
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
ご
講
演
を
拝
聴
し
、
健
康
な
心
と
体
で

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
未
来
を
動
か
す
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
常
に
前
向
き
に
考
え
行
動
す

る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
事
を
教
え
て
頂

き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
全
国
の
仲
間

達
と
楽
し
く
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
を

過
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
来
年
は
島
根

県
で
「
全
国
青
年
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
真
岡
・
芳
賀
地
区
の
多
く
の
青
年

部
会
員
と
参
加
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

【参加申込】同封の参加申込書により本部または各支部にFAXにてお申し込み下さい。

女
性
部
会
の
皆
様
へ

新
春
研
修
会
の
ご
案
内

　

法
人
会
女
性
部
会
、
新
春
恒
例
の
研

修
会
を
左
記
要
領
に
よ
り
開
催
い
た
し

ま
す
。
女
性
部
会
員
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

記

【
日
時
】
令
和
2
年
１
月
29
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
11
時

【
場
所
】
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
静
風

�

真
岡
市
台
町
一
一
―
八

�

☎
０
２
８
５
―
８
２
―
３
３
８
８

【
講
師
】
高
市
智
恵
子
真
岡
税
務
署
長

【
参
加
費
】
３
，
０
０
０
円

�

（
昼
食
代
ほ
か
）

※
研
修
終
了
後
、
お
食
事
会
が
あ
り
ま
す
。

※
参
加
申
込
は
各
支
部
事
務
局
へ
ご
連
絡

下
さ
い
。
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青
年
部
会
・
女
性
部
会

「
租
税
教
室
」
開
催

今
年
は
七
校
を
担
当

10 月 18 日（金）七井小学校（益子支部青年部会）
（講師）萩原一貴

12 月 5日（木）山前小学校（真岡支部青年部会）
（講師）池田陽一

12 月 17 日（火）真岡小学校（真岡支部青年部会）
（講師）山口久史朗、神田憲一

10 月 29 日（火）亀山小学校（真岡支部女性部会）
（講師）渡辺佳子、松本恵子、黒子孝子、諸伏比砂子

12 月 6日（金）大内東小学校（真岡支部青年部会）
（講師）伊澤学

　

法
人
会
の
税
に
関
す
る
啓
蒙
活
動
の
一

つ
で
あ
る
、
小
学
校
六
年
生
を
対
象
に
し

た
「
租
税
教
室
」
は
、
七
校
を
担
当
す
る

こ
と
と
な
り
、
十
二
月
中
旬
ま
で
に
終
了

し
た
五
校
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
残
り
二

校
（
西
田
井
小
、
芳
賀
東
小
）
に
つ
い
て

は
次
号
に
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

講
師
役
は
、
青
年
部
会
と
女
性
部
会
の

部
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
地
元
の
小
学
校
を
担

当
。
税
金
に
関
す
る
ク
イ
ズ
、
マ
グ
ネ
ッ

ト
シ
ー
ト
を
使
用
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ア
ニ
メ
の
鑑

賞
な
ど
を
通
し
、
税
金
の
使
い
み
ち
、
役

割
等
、
解
り
や
す
く
説
明
し
、
最
後
は
一

億
円
の
現
金
レ
プ
リ
カ
を
使
用
し
十
㎏
の

重
み
を
児
童
み
な
さ
ん
に
体
感
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

決算期別説明会並びに
消費税軽減税率制度説明会のご案内

対象法人 開催日時 開催場所

 1 月

 2 月 } 決算

 3 月

令和 2 年 2 月 3 日㈪
午後 2 時

芳賀町商工会館

令和 2 年 2 月 5 日㈬
午後 2 時

真岡商工会議所

令和 2 年 2 月 6 日㈭
午後 2 時

真岡商工会議所
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令
和
元
年
度
納
税
表
彰

受
賞
者
の
ご
紹
介

「
税
を
考
え
る
週
間
」

実
務
者
講
演
会

　

真
岡
法
人
会
、
税
理
士
会
真
岡
支
部
、

真
岡
間
税
会
の
共
催
に
よ
る
「
実
務
者
講

演
会
」
は
、
去
る
十
一
月
十
三
日
（
水
）

午
後
５
時
か
ら
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
静
風
に

て
、
会
員
・
関
係
者
・
一
般
住
民
合
わ
せ

て
百
名
が
出
席
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
部　

真
岡
税
務
署

署
長　

高
市
智
恵
子
氏

「
税
務
行
政
の
こ
れ
か
ら
」

　

第
一
部
は
、
昨
年
七
月
に
着
任
さ
れ
ま

し
た
高
市
真
岡
税
務
署
長
よ
り
「
税
を
考

え
る
週
間
」
の
変
遷
、
国
税
庁
の
使
命
と

任
務
、
法
人
・
個
人
の
手
続
の
簡
便
化
を

図
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
し
て
頂
き

ま
し
た
。

第
二
部　

㈱
青
木
製
作
所

青
木
圭
太
代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ

「
青
木
製
作
所
の
働
き
方
改
革
」

　

第
二
部
の
経
営
者
講
話
は
、
真
岡
市
に

本
社
が
あ
り
、
日
本
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず

海
外
に
も
工
場
を
展
開
し
て
い
る
㈱
青
木

製
作
所
の
代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
青
木
圭

太
氏
に
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
現
在
ま
で
の
経
緯
に
つ
い

て
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。
不
景
気
に
な
っ

た
時
、
い
い
も
の
を
安
く
つ
く
る
こ
と
だ

け
で
は
仕
事
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
、
人
間

関
係
を
築
く
こ
と
で
仕
事
が
得
ら
れ
る
こ

と
を
知
り
営
業
活
動
に
力
を
入
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
。
来
る
仕
事
を
断
ら
ず
に

受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
仕
事
量
を
増
や
す

事
に
成
功
し
た
こ
と
。
社
長
に
就
任
し
て

か
ら
も
取
り
組
み
を
続
け
、
工
場
内
の
加

工
負
荷
が
多
く
な
り
す
ぎ
て
前
社
長
を
含

む
社
員
一
同
か
ら
反
対
を
受
け
る
等
紆
余

曲
折
を
経
て
、
自
社
の
技
術
を
伝
授
し
仕

事
を
外
注
、
難
し
い
仕
事
は
自
社
で
技
術

を
磨
き
な
が
ら
対
応
す
る
こ
と
に
よ
り
、

対
応
力
を
つ
け
成
長
し
続
け
て
い
る
こ
と

な
ど
…
。

　

次
に
青
木
製
作
所
の
働
き
方
改
革
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
４
つ
挙
げ
ら
れ
ま
し
た

◎
生
産
性
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

目
標
を

作
業
効
率
１
・
５
倍
と
し
、
数
値
化
し
て

現
状
把
握
し
実
現
に
む
け
活
動
中
。

◎
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ　

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
参
画
。
視
野
を
広
げ
て
ゆ
き
た
い

◎
採
用
の
工
夫　

生
産
性
の
高
い
、
新
し

い
人
材
。
実
習
生
の
受
入
。
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
受
入
。
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
採
用
。

宇
都
宮
大
学
工
学
部
内
に
事
務
所
を
開
設
、

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
相
談
や
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

◎
残
業
時
間
の
低
減　

給
料
を
下
げ
ず
に

行
っ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
も
社
員
全
員
で
取
り
組
み
、
夢

で
な
く
実
現
す
る
と
力
強
く
語
ら
れ
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
働
き
方
改
革
の
必
要
性
や
少

子
高
齢
化
に
よ
り
個
々
の
労
働
生
産
性
の

向
上
が
急
務
で
あ
る
こ
と
、
楽
し
く
な
け

れ
ば
仕
事
じ
ゃ
な
い
と
の
考
え
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
前
向
き
な
考
え
で
、
飛
躍
し

て
い
く
力
を
感
じ
さ
せ
る
素
晴
ら
し
い
講

演
で
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
納
税
並
び
に
法
人
会
活

動
等
に
多
大
な
る
功
績
の
あ
っ
た
方
々
に

対
し
表
彰
が
行
わ
れ
、
平
成
元
年
度
は
真

岡
法
人
会
関
係
か
ら
次
の
方
々
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、（
一
社
）
真
岡
法
人
会
も
租
税

教
育
・
租
税
の
役
割
・
国
民
の
納
税
の
義

務
等
の
普
及
に
貢
献
し
た
と
し
て
感
謝
状

を
頂
き
ま
し
た
。

◎
関
東
信
越
国
税
局
長
表
彰

　
　
　
　
　
　

髙
松
壽
太
郎
（
副
会
長
）

◎
真
岡
税
務
署
長
表
彰

　
　
　
　
　
　

塚
本
和
也
（
理
事
）

　
　
　
　
　
　

大
瀧
陽
子
（
女
性
部
長
）

◎
関
東
信
越
国
税
局
長
感
謝
状

　
　
　
　
　
　
（
一
社
）
真
岡
法
人
会
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宿
泊
研
修
会
事
業
委
員
会

第
５
回
税
金
ク
イ
ズ

支
　
部
　
活
　
動

真
岡
支
部

地
区
別
税
務
研
修
会
開
催

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

関
連
施
設
見
学
会
を
開
催

文
化
委
員
会

真
岡
支
部
女
性
部

真
岡
支
部

　

令
和
元
年
度
の
真
岡
支
部
地
区
別
税
務

研
修
会
が
十
月
二
十
一
日
に
真
岡
商
工
会

議
所
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
真
岡
税
務
署
よ
り
加
倉

田
統
括
国
税
調
査
官
を
講
師
と
し
て
お
招

き
し
、
税
制
改
正
及
び
酒
税
行
政
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

酒
税
は
、
平
成
二
十
六
年
度
で
は
、
酒

税
が
租
税
収
入
な
ど
の
合
計
に
占
め
る
割

合
は
二
，
三
％
（
一
兆
三
千
億
円
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
酒
類
は
一
般
の
食
品
と

異
な
り
高
率
の
酒
税
が
課
さ
れ
て
い
る
た

め
、
酒
税
の
保
全
を
図
る
観
点
か
ら
、
そ

の
確
実
な
徴
収
と
消
費
者
へ
の
円
滑
な
転

嫁
を
目
的
と
し
て
、
酒
類
の
製
造
及
び
販

売
業
は
免
許
制
度
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
税
庁
で
は
、
酒
類
業
の
所
轄
官
庁
と
し

て
、
酒
類
業
の
健
全
な
発
達
を
図
る
た
め

少
子
高
齢
化
に
伴
う
人
口
の
減
少
、
国
民

の
健
康
や
安
全
性
に
対
す
る
意
識
の
高
ま

り
、
生
活
様
式
の
多
様
化
と
い
っ
た
酒
類

業
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
つ

つ
、
消
費
者
や
酒
類
産
業
全
体
を
展
望
し

た
総
合
的
な
観
点
か
ら
様
々
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
酒
税
行
政
と
い
う

普
段
、
あ
ま
り
聞
く
こ
と
の
な
い
税
に
つ

い
て
、
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
と
て
も

面
白
か
っ
た
。」
と
い
っ
た
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

真
岡
支
部
で
は
、
社
会
貢
献
活
動
の
一

環
と
し
て
市
民
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
、
今

回
で
４
回
目
と
な
る
「
税
金
ク
イ
ズ
」
を

11
月
23
日
（
土
）
祝
日
に
行
わ
れ
た
第
37

回
真
岡
市
大
産
業
祭
会
場
に
て
実
施
し
ま

し
た
。
当
日
は
悪
天
候
で
し
た
が
、
多
く

の
親
子
連
れ
が
法
人
会
テ
ン
ト
に
立
ち
寄

り
盛
況
で
し
た
。

　

テ
ン
ト
内
に
は
女
性
部
会
主
催
の
「
税

に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
優

秀
作
品
を
展
示
す
る
予
定
で
し
た
が
、
今

回
は
悪
天
候
の
為
展
示
を
見
合
わ
せ
ま
し

た
。
真
岡
税
務
署
・
納
税
貯
蓄
組
合
・
真

岡
間
税
会
・
税
理
士
会
真
岡
支
部
も
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
、
税

に
関
す
る
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
の
宿
泊
研
修
旅
行
は
、
11
月

６
日
水
～
７
日
木
の
１
泊
２
日
で
開
催
し

ま
し
た
。
場
所
は
長
野
方
面
、
１
日
目
は

紅
葉
の
始
ま
っ
た
旧
軽
井
沢
の
散
策
を
楽

し
み
、
映
画
の
ロ
ケ
で
も
使
用
さ
れ
た
、

洋
風
建
築
の
温
泉
大
浴
場
が
あ
る
片
倉
館

を
見
学
し
、
地
域
住
民
の
た
め
の
厚
生
と

社
交
の
た
め
の
文
化
施
設
と
し
て
建
設
さ

れ
た
こ
と
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
現
存
す
る
天
守
で
国
宝
と

な
っ
て
い
る
松
本
城
や
令
和
元
年
に
国
宝

に
認
定
さ
れ
た
旧
開
智
学
校
等
歴
史
あ
る

文
化
財
の
数
々
を
見
学
し
そ
の
素
晴
ら
し

　

今
年
の
文
化
研
修
は
、
12
月
11
日
水
に

来
年
開
催
さ
れ
る
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２

０
２
０
」
の
関
連
施
設
の
見
学
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

午
前
中
は
車
窓
に
よ
る
見
学
で
、
体
操
競

技
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
水
泳
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
等
の
競
技
場
、
選
手
村
等
の
施
設
を
ま
わ

り
ま
し
た
。
昼
食
は
帝
国
ホ
テ
ル
の
イ
ン
ペ

さ
を
十
分
に
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

旅
行
中
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
研
修
会

を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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「
税
に
関
す
る
標
語
」
募
集
事
業

益
子
支
部

　

産
業
と
歴
史
と
食
に

ふ
れ
あ
う
浜
松
の
旅　

益
子
支
部
研
修
旅
行

航空自衛隊浜松広報館（エアーパーク）にて

新
春
講
演
会
の
お
知
ら
せ

二
宮
支
部

テ
ー
マ

「
一
流
の
人
々
か
ら
学
ん
だ

真
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は･･･

」

講
師　
　

石 

川 　

顕 
氏

　
　
　
　
　
（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

【
日　

時
】
一
月
二
十
四
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
三
時
三
〇
分
よ
り

【
場　

所
】
駅
前
ど
ん
と
こ
い
広
場

�

展
示
棟　
　

【
受
講
料
】
無　

料

【
主　

催
】
に
の
み
や
商
工
会

　
　
　
　
　

真
岡
法
人
会
二
宮
支
部

【
申　

込
】
に
の
み
や
商
工
会
事
務
局

	

　
　
　
　

☎︎
７
４

－

０
３
２
４

　

益
子
支
部
で
は
地
域
貢
献
事
業
と
し
て
、

町
内
の
小
学
校
六
年
生
を
対
象
に
「
税
に

関
す
る
標
語
」
を
募
集
致
し
ま
し
た
。
今

年
も
百
七
十
八
点
の
力
作
が
集
ま
り
、
選

考
会
を
経
て
、
令
和
元
年
十
二
月
四
日
に

益
子
町
商
工
会
館
に
て
、
益
子
町
長
、
真

岡
税
務
署
長
、
益
子
町
教
育
長
を
は
じ
め

多
く
の
ご
来
賓
の
皆
様
に
ご
臨
席
を
賜
り
、

　

令
和
元
年
十
二
月
十
四
日
～
十
五
日
の

一
泊
二
日
で
十
九
名
の
参
加
者
に
よ
り
支

部
研
修
旅
行
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

リ
ア
ル
バ
イ
キ
ン
グ
「
サ
ー
ル
」
に
て
美
味
し

い
料
理
の
数
々
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
完
成
し
て
間
も
な
い
新
国

立
競
技
場
の
外
観
と
９
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を
見
学
、

そ
の
際
に
は
Ｊ
Ｏ
Ｃ
及
び
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
方

の
詳
し
い
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
歴
史
を
学
び
ア
ス
リ
ー
ト
の
凄

さ
を
体
験
し
、
改
め
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
す

る
様
々
な
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｚ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｘ
で
買
い
物

を
楽
し
み
、
車
窓
か
ら
い
く
つ
か
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
鑑
賞
し
な
が
ら
帰
路
に
つ
き
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
ラ
ク
ビ
ー
日
本
代
表
の
パ
レ
ー

ド
が
丸
の
内
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
運
よ
く

そ
の
場
に
滞
在
す
る
こ
と
が
で
き
た
方
も
お

り
、
な
か
に
は
代
表
選
手
と
握
手
さ
れ
た
方

も
い
た
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ
充
実
し
た
研
修
と

な
り
ま
し
た
。

表
彰
式
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

益
子
町
長
賞
に
は
益
子
西
小
学
校
、
岩

村
快
さ
ん
の
「
安
全
と　

笑
顔
を
守
る　

み
ん
な
の
税
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の

他
、
税
務
署
長
賞
、
教
育
長
賞
、
商
工
会

長
賞
、
真
岡
間
税
会
長
賞
、
法
人
会
支
部

長
賞
、
支
部
税
制
委
員
長
賞
が
各
一
点
ず

つ
、
金
融
機
関
特
別
賞
が
十
点
、
入
選
が

十
五
点
の
計
三
十
二
点
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　

浜
松
と
い
え
ば
近
年
、
宇
都
宮
餃
子
の

ラ
イ
バ
ル
に
挙
げ
ら
れ
る
餃
子
や
鰻
な
ど

全
国
的
に
も
有
名
な
グ
ル
メ
の
宝
庫
で
す
。

そ
ん
な
浜
松
の
産
業
で
は
、
ス
ズ
キ
歴
史

館
に
て
、
機
織
機
か
ら
ス
タ
ー
と
し
て
バ

イ
ク
か
ら
自
動
車
に
至
る
ま
で
の
経
緯
や
、

３
Ｄ
映
像
に
よ
る
製
造
工
程
を
見
学
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
食
で
は
、
浜
松
の
お
土
産
と
言

え
ば
「
う
な
ぎ
パ
イ
」
そ
ん
な
う
な
ぎ
パ

イ
を
製
造
し
て
い
る
春
華
堂
「
う
な
ぎ
パ

イ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
で
製
造
ラ
イ
ン
を
見

学
し
ま
し
た
。

　

歴
史
で
は
、
井
伊
直
虎
ゆ
か
り
の
古
刹

で
井
伊
家
四
十
代
を
祀
る
菩
提
寺
「
龍
潭

寺
」
に
て
現
地
ガ
イ
ド
の
案
内
を
聞
き
ま

し
た
。　

天
気
に
恵
ま
れ
、
最
高
の
旅
と

な
り
ま
し
た
。
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